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平成 29年度 男鹿南中学校 学校経営構想図（概略） 

校訓 「自 彊 不 息」 
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 ［学力向上の推進］ ［心の教育の充実］ ［体力と健康の増進］ 

  

 

 

    

 

 

 校長  栗 森  貢 
 ４月のスタートから早くも１ヶ月が経とうとして

います。入学式や生徒会入会式を終え，部活動に入部

して活動を始めた１年生。授業でも聞く態度がとても

立派で，やる気と元気にあふれていて今後有望です。 

２年生も後輩ができ，去年より意欲が表面に出始め，

活動的になってきました。３年生は，授業に笑顔と活

気があふれ，グループ学習においても対話を重ねて楽

しく学ぶ姿がよく見られます。 

ＰＴＡ総会や体育文化後援会の総会も無事終了し，

組織体制も決定しました。ＰＴＡ授業参観の出席者が

５５名と今までにない参加者数で，今年の目標である

「参加したくなるＰＴＡ授業参観」の最初としては満

足いくスタートとなりました。家庭での子どもの姿と

は違う場面での子どもの努力している姿を少しでも

多く見ていただき，話題として利用して下さい。 

 さて，今年度の本校の学校経営の構想を右に掲載し

ました。校訓は普遍的だと思いますので継続していき

ますが，教育目標はその時代で求められるものや生徒

の実態及び目指す生徒像により変わることがありま

す。昨年度までの「夢の実現に向かい，ねばり強く自

らを高めていく生徒の育成」を継続するか考えました

が，2019年度からの「道徳の教科化」や 2021年度の

「新中学校学習指導要領」で目指す学校教育の在り方

を踏まえ，「深く考え，ともに向上を目指す生徒」と改

めました。「深く考え」には，新学習指導要領で求めら

れる「主体的，対話的で深い学び」を意識し，「ともに

向上を目指す生徒」は，生徒相互はもとより，生徒を

伸ばそうとする教師の指導や支援を充実させるとと

もに，コミュニティ・スクールにより保護者や地域の

教育力を最大限に発揮したいという願いも込められ

ています。 

 コミュニティ・スクールの第 1回の学校運営協議会

を 4月 28日（金）に開催し，10名の委員の委嘱を行

いました。また，学校経営構想やコミュニティ・スク

ール運営計画についても熟議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

“唯一生き残ることが出来るのは， 

変化できる者である” 

 これは，4月の校長会で鈴木雅彦教育長さんが話し

た一節で，チャールズ・ダーウィンの言葉を引用したもの

です。この文の前には，「最も強い者が生き残るのでは

なく，最も賢い者が生き延びるのでもない。」という文

があります。変化に対する積極的な対応ができるかど

うかが，「生き残るための力」であるということです。

「継続した取組と絶え間ない挑戦が学校の未来を切

り拓く」と力説されました。「子供たち一人一人に確実

に学力を付け，男鹿に特化したふるさと教育をきめ細

かく実践することで，男鹿市の将来は拓ける。」何を，

いつまで，どのように変えていくかが求められる。 
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【教 育 目 標】 

「深く考え，ともに 

向上を目指す生徒」 

目指す学校：「喜んで集い， 

自他の成長を実感できる学校」 

［目指す生徒像］ 

*明るく元気なあいさつのできる生徒 

*高い志をもち，努力を惜しまぬ生徒 

*物事の善悪を判断し，正しく行動する生徒 

*友達を思いやり，ともに高め合う生徒 

*人への感謝の心をもち，社会に貢献する生徒 

生徒指導 ／ 考え・対話する特別の教科 道徳 

〈コミュニティ・スクールの取組を踏まえた学校経営の推進〉 

ともに生きる ともに育つ 地域の学校 

●校種間の連携，●保護者・地域との連携，●協働する職員集団 


